
（1）

帝釈峡の天然の橋、雄橋（おんばし）
　帝釈峡は広島県庄原市東城町と神石郡神石高原町にまたがる国定公園で、中国山地の中央に位置する全長
約18キロメートルの峡谷です。鍾乳洞や渓水の浸食作用によってできた巨大な天然の橋、雄橋のほか、自然
と調和した人工湖、神龍湖（しんりゅうこ）があります。
　春の新緑、秋の紅葉と年間を通して、見どころいっぱいです。
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広島局間連第47回通常総会について

広島局間連第47回通常総会開催

　令和2年5月26日（火）鳥取県米子市のANAク

ラウンプラザホテル米子において開催を予定し

ておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から、会員の皆様の健康面の安全を

考慮し、今年度は、「書面決議」による実施とな

りました。

　令和元年度活動報告及び令和2年度活動計画、

令和元年度収支決算報告及び令和2年度収支予算

計画、役員改選、規約の改訂の全ての議案につ

いて、承認となりました。

　令和元年度の事業活動において、会員増強及

び組織拡充について、積極的に取組んでまいり

ましたが、8,952人社（令和2年4月1日現在）と

前年対比▲355人社の大幅減少となり、大きな課

題を残す結果になりました。

　また「税の標語」募集状況も前年対比521点増

の21,738点となり、充実した活動となりました。

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響

により、会員増強及び組織拡充について、非常

に厳しい状況が予想され、研修会開催なども開

催が危ぶまれておりますが、引続き財務基盤の

拡充に向けた会員の増強と、消費税に係る研修

会開催等、計画的に取組んで参りたいと考えま

す。

　昨年10月に消費税率が10％に引き上げられ、

軽減税率制度が導入されるなど、消費税につい

ての理解を啓蒙する団体として、間税会の役割

はますます重要になっております。

　こうした中、各単位会が例年にも増して、各

所管税務署との連携を密にし、現下のコロナ禍

の非常に厳しい状況に負けず、引続き間税会活

動に積極的に取組んで頂きたいと思います。

広島東間税会
会長　清  宗  一  男
広島西間税会
会長　久  保  弘  睦
広島南間税会
会長　木  村  和  重
廿日市間税会
会長　山  本  繁  生

呉間税会
会長　奥  川  正次郎
海田間税会
会長　西  伸  一  郎
広島北間税会
会長　真  木  徳  美
吉田間税会
会長　中  岡  良  次

東広島間税会
会長　石  井  英太郎
竹原間税会
会長　山  本  静  司
尾道間税会
会長　中  田   　 卓
三原間税会
会長　吉  永   　 篤

福山間税会
会長　佐  藤  弘  規
府中間税会
会長　山  本  富  造
三次間税会
会長　佐  藤  明  寛
庄原間税会
会長　西  上   　 至
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令和2年度活動スタートにあたって

はじめに、新型コロナウイルス感染症により

影響を受けられている皆様に心からお見舞いを

申し上げます。また、日夜最前線で新型コロナ

ウイルス感染症の治療や看護に力を尽くされて

いる医療従事者の皆様に、心よりの感謝と敬意

を表します。

本年1月以降、新型コロナウイルス感染症の

世界的な感染拡大とともに、わが国でも感染拡

大の影響を受け、4月には「緊急事態宣言」が

発出されました。

6月の宣言解除後は、ウィズコロナの中で新

しい生活様式による経済活動が始まっておりま

す。しかしながら、まだまだ従前のような社会

経済活動には至っておらず、皆様方も大変苦慮

されていることと思います。

さて、間税会といたしましては、昨年10月の

消費税率の10％への引上げと軽減税率制度の導

入により、消費税についての理解を啓蒙する団

体として、その役割はますます重要になってお

ります。

しかしながら、間税会活動の活性化に向けた

重要施策である会員増強については、会費未納

者を主とする会員の退会に歯止めがかからず、

4月1日現在の会員数は、前年比▲355人社の8,952

人社と大幅な減少となり、大きな課題を残す結

果となりました。

今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大状

況を注視しつつ、また税務当局の助言等を仰ぎ

ながら、弾力的に間税会活動を行って参る必要

があると考えております。

各単位会の会長を始めとする会員の皆様方に

は、現下のコロナ禍の非常に厳しい状況の中に

はございますが、各税務署との適切な連携のも

と、活動維持・強化に向けて、会員増強・財務

基盤の確保に注力いただき、引き続き間税会活

動に積極的にご協力賜りますようお願い申し上

げます。

結びに、コロナ禍の早期終息および会員皆様

のご健勝とご活躍を祈念しまして挨拶とさせて

いただきます。

広島国税局間税会連合会　会長

池田　晃治

〈 挨 拶 〉
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自　平成31年4月１日
至　令和2年3月31日

自　平成31年4月１日
至　令和2年3月31日

1　一般会計
⑴　収支決算書
収入の部� 単位：円

科　　目 予　算 実　績
会 費 8,160,700 8,085,700 
� （一般） 7,445,600 7,445,600 
� （業種別） 103,100 103,100 
� （賛助） 150,000 150,000 
� （特別） 462,000 387,000 
広 告 料 500,000 539,122 
雑 収 入 60,000 24,040 
① 収 入 合 計 8,720,700 8,648,862 

活　動　実　績
行事名等 内　　容

会員増強な
らびに組織
の拡充

⑴令和元年度における会員数を局連は
9,920人社を目標とする

　令和2年4月1日現在の会員数8,952人社
（前年対比▲355）
⑵会員数100人社未満の単位会は4月1日
現在18単位会。

　（3単会増）
⑶会員増強期間の設定（R1.7からR1.9ま
で）成果　18人社

　（別紙　参考資料1、2）
⑷青年部・女性部新規設立なし（参考資
料3）

総会 ・R1.5.27開催

役員会 ・正副会長会議� H31.4.20/R1.11.26
・常任理事会	 R1.5.27

専門委員会 ・広報委員会� R1.7.20/R1.11.22/
	 R2.3.19（中止）
・総合同委員会	 R2.2.18
（総務・財務・会務運営・税制・広報）

・委員長会議　R1.11.12/R2.3.24（中止）

業種別部会
ごとの活動

・印紙税部会　通常総会	 R1.6.8
・飲料部会税務講習会	 R1.11.16
・揮発油部会　水島税務懇話会	 R1.10.24
・揮発油部会　山口税務懇話会	 R1.11.28
・揮発油部会　芸防税務懇話会	 R2.1.21

税を考える
週間の関連
行事

単位会・県間連・業種別部会ごとに「税
を考える週間」中に行事等を開催
令和元年度 「税の標語募集」 広島局間連
応募総数　21,738点（前年比＋521点）全
間連優秀4作品。その他入選15作品

研修会・講
演会の積極
的開催

『消費税申告におけるチェックシート』
活用による研修会及び事業承継研修会開
催状況
9単位会で研修会を開催（R2.3末現在）（別
紙参考資料4）

行政協力に
対する活動

軽減税率及び事業承継制度に関する説明
会の開催

行政に対す
る提言活動

消費税に関するアンケート実施
（実施日H31.4.1　配布枚数1,450枚）
797枚／ 1,450枚　回収率55.0%
（全間連11,037枚／ 15,000枚）73.6％
全間連を通じて財務大臣等に提言

全間連関係
行事

・広報委員会	 （R1.5.24）
・揮発油税中央セミナー	 （R1.6.3）
・税制委員会	 （R1.6.28/2.1.23）
・財務委員会	 （R1.7.5）
・会務運営委員会	 （R1.7.4）
・総務委員会	 （R1.7.8）
・事務局長会議	 （R1.8.3）
・通常総会（大分大会）	 （R1.9.20）
・青年部・女性部通常総会	 （R1.9.20）
・正副会長会議　　 （R1.7.25/9.20/2.1.23）
・常任理事会	 （R1.7.25/9.20/2.1.23）
・納税功労表彰受彰祝賀会	 （R2.1.23）
・賀詞交歓会	 （R2.1.23）
・モデル会会同	 （R2.2.4）

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 3,016,397 3,016,397
合 計 3,016,397 3,016,397

支出の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績

会 議 費 1,100,000 769,279 
分 担 金 980,000 975,000 
事 業 費 2,050,000 1,756,277 
（ 間 税 だ よ り ） 1,395,000 1,278,258 
会員増強奨励金 150,000 229,000 
印 刷 費 100,000 55,618 
事 務 委 託 費 1,700,400 1,700,400 
通 信 費 750,000 843,291 
旅 費 交 通 費 等 700,000 685,940 
事 務 用 品 費 50,000 21,178 
慶 弔 費 70,000 90,000 
全間連行事参加助成金 39,000 26,000 
諸 雑 費 10,000 0 
免 除 分 担 金 0 0 
② 支 出 合 計 7,699,400 7,151,983 
③ 当期収支（①-②） 1,021,300 1,496,879
④ 前 期 繰 越 金 3,459,518 3,459,518
⑤ 繰越金 （③＋④） 4,480,818 4,956,397 
⑥ 特別会計へ繰入 1,940,000 1,940,000
⑦ 次期繰越金（⑤＋⑥） 2,540,818 3,016,397 

令和元年度（第47期）収支実績 令和元年度（第47期）活動報告

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 2,322,432 次期繰越金 2,322,432
合 計 2,322,432 合 計 2,322,432

2　特別会計
⑴　収支予算
収入の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績 予算対比
分担金繰入金 1,940,000 1,940,000 0
利 息 9 9
① 収入合計 1,940,000 1,940,009 9

支出の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績 予算対比

0 0 0
特別表彰報奨金 100,000 100,000 0
② 支出合計 100,000 100,000 0
③ 当期収支（①－②） 1,840,000 1,840,009 9
④ 前期繰越金 482,423 482,423 0
⑤ 次期繰越金 2,322,423 2,322,432 9
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自　令和2年4月１日
至　令和3年3月31日

自　令和2年4月１日
至　令和3年3月31日

1　一般会計
⑴　収支決算書
収入の部� 単位：円

科　　目 前年実績 予　算
会 費 8,085,700 7,564,700 
� （一般） 7,445,600 7,161,600 
� （業種別） 103,100 103,100 
� （賛助） 150,000 150,000 
� （特別） 387,000 150,000 
広 告 料 539,122 550,000 
雑 収 入 24,040 30,000 
① 収 入 合 計 8,648,862 8,144,700 

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 3,483,097 3,483,097
合 計 3,483,097 3,483,097

支出の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算

会 議 費 769,279 250,000 
分 担 金 975,000 1,960,000 
事 業 費 1,756,277 1,850,000 
（ 間 税 だ よ り ） 1,278,258 1,200,000 
会員増強奨励金 229,000 153,000 
印 刷 費 55,618 60,000 
事 務 委 託 費 1,700,400 1,716,000 
通 信 費 843,291 800,000 
旅 費 交 通 費 等 685,940 700,000 
事 務 用 品 費 21,178 40,000 
慶 弔 費 90,000 50,000 
全間連行事参加助成金 26,000 39,000 
諸 雑 費 0 10,000 
予 備 費 0 50,000 

0 0 
② 支 出 合 計 7,151,983 7,678,000 
③ 当期収支（①-②） 1,496,879 466,700
④ 前 期 繰 越 金 3,459,518 3,016,397
⑤ 繰越金 （③＋④） 4,956,397 3,483,097 
⑥ 特別会計へ繰入 1,940,000 0 
⑦次期繰越金（⑤＋⑥） 3,016,397 3,483,097 

令和2年度（第48期）収支予算

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 2,322,442 次 期 繰 越 金 2,322,442
合 計 2,322,442 合 計 2,322,442

活　　動　　計　　画
行事名等 内　　　容

会員増強な
らびに組織
の拡充

⑴令和2年度における会員数9,500人社を
目標とする

　（参考資料5）
⑵会員数100人社未満の単位会は毎年10
人社の純増を図る

⑶会員増強期間の設定（R2.7〜R2.9）増
強期間の獲得

　目標は、各単位会4月1日現在、会員数
純増10人社とする

⑷青年部・女性部の結成促進並びに育成
強化を図る。

総会 ・R2.5.26開催

役員会 ・正副会長会議	 R2.4.17（中止）
・常任理事会	 R2.5.26

専門委員会 ・委員長会議	 R2.6/R3.3
・総務委員会	 R2.10/R3.3
・財務委員会/会務運営委員会
		  R2.10/R3.3

・税制委員会	 R2.5/R3.12
・広報委員会	 R2.7/11/R3.3

業種別部会
ごとの活動

・各部会の特性を生かし､積極的に活動する
  （引続き消費税の説明会等を開催する）

税を考える
週間の関連
行事

単位会・県間連・業種別部会ごとに「税
を考える週間」中に行事等を開催する
令和2年度の「税の標語募集」をする（国
税庁後援）

研修会・講
演会の積極
的開催

『消費税申告におけるチェックシート』の
有効活用を図り、
所管税務署等と連携し「研修会・講演会」
を計画的に開催する

行政協力に
対する活動

消費税に関する説明会の開催

行政に対す
る提言活動

消費税に関するアンケートを実施する
（実施日R2.4.1　配布枚数1,510枚)
全間連を通じて財務大臣等に提言をする。

全間連関係
行事

・広報委員会	 R2.5.22
・揮発油税中央セミナー	 R2.6
・税制委員会	 R2.6.29/R3.1
・財務委員会	 R2.7.7
・会務運営委員会	 R2.7.6
・総務委員会	 R2.7.8
・正副会長会議	 R2.7.28/R2.9.20
・事務局長会	 R2.8.27
・通常総会（仙台大会）	 R2.9.10
・青年部･女性部通常総会	 R2.9.10
・�納税功労表彰受賞祝賀会及賀詞交歓会	

R3.1
・モデル会会同	 R3.2

令和2年度（第48期）活動計画

2　特別会計
⑴　収支予算
収入の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算 前年対比
分担金繰入金 1,940,000 0 △1,940,000
利 息 9 10 1
① 収入合計 1,940,009 10 △1,939,999

支出の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算 前年対比

0 0 0
特別表彰報奨金 100,000 0 △100,000
② 支出合計 100,000 0 △100,000
③ 当期収支（①－②） 1,840,009 10 △1,839,999
④ 前期繰越金 482,423 2,322,442 1,840,019
⑤ 次期繰越金 2,322,432 2,322,442 10
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総 会 を 終 え て総 会 を 終 え て

令和2年度山口県
間税会連合会総会会長挨拶

　6月初旬、ホテルにて総会予定で
したが、新型コロナウイルス禍の中、開催が困難に
なりましたので書面により決議する事になりました。
　間税会会員の方々は、個人企業、中小零細企業の
方が大多数を占める会でありますので、今後各単位
会におかれましては、会員数の大幅な減数が予想さ
れます。
　正にコロナ影響をもろに受け、また継承者不足も

相俟って休廃業・解散を考えておられる方が沢山お
られると聞いております。
　そのような状況の中、単位会の維持継続及び会員
数増を計ることが、大変難しくなっております。
　山口県としては、単位会の活動資金補助、維持継
続資金として微力ではございますが、県の分担金、
400円を今年度免除する事と致しました。
　必要とあれば来年度以降も考えていきたいと思っ
ております。
　この難局、局間連のご指導、ご協力を仰ぎながら
山口県各単位会の力を結集し相互扶助しながら乗り
切っていきたいと思っております。

山口県間税会連合会
会長　村谷太洋

広島県間税会連合会
第32回通常総会について

　当初6月22日（月）ホテルセンチュ
リー 21広島において、広島県間税会連合会第32回通
常総会が開催される予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染予防の観点から、会員皆様方の健康面、安
全面を考慮し、例年の総会から内容を変更して「書
面決議」により実施したところであります。
　議案としては、令和1年度事業報告並びに令和2年
度事業計画として、昨年度に引き続き、会員数10％
以上の増員目標の達成に向けた取組みと、昨年10月
から導入された消費税軽減税率制度の周知活動など
の重点施策が承認され、本事業年度も、①正しい税
知識の普及　②納税道義の高揚　③適正な申告など
に努めていくとともに、次世代を担う生徒たちへの
租税教育にも重点的に取り組むこととしております。
　なお、令和2年度に向けて、会の活性化に資する
目的で次の施策を、昨年度に引き続き、重点的に取
り組むこととしました。なお、新型コロナウイルス
感染予防の観点から、常任理事会・講演会・研修会

等につきましては、開催時期等を含めて個々に検討
することとしております。

　○施策
　①�組織の拡大・強化の一環として「特定の企業の
取引先で構成する協力会」をターゲットとした
新規会員（賛助会員）の獲得を図る。

　②�単位会への資金援助として「講演協賛金」及び
「会員増強援助金」など、積極的な助成を図る
ことにより、会員増強意識を更に高める。

　③�県内16単位会を4ブロック（東・西・南・北部）
に分けるとともに、各ブロック長を任命し、常
任理事会を持ち回りで開催する。

　④�税務署長表彰を受賞された会員の方を引き続き
表彰する。

　⑤�著名人の講演会、研修、園児への租税教室（紙
芝居）及び山陰地区等の交流会などを積極的に
開催する。

　また、県内の税務署長表彰を受けられた5名の方
には、会長から表彰状、秀里会（佐々木秀隆前広島
県間税会連合会長）から金一封が贈られました。

広島県間税会連合会
会長　久保弘睦

プロパンガス・ガス器具・住宅設備機器・配管工事一式

音戸町南隠渡一丁目6-7　　　☎　0823-52-2255

代表取締役会長　奥川　正次郎

（株）奥 川 商 店
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『会長挨拶』

　はじめに、新型コロナウイルス感
染症の拡大により被害に遭われたす

べての皆様にお見舞い申し上げます。
　また、医療従事者の皆様におかれましては、献身
的に治療にあたられていることに、心より敬意を表
します。
　さて、昨年10月から消費税率が10％に改定され、
今や国税の基幹税の一つとなった消費税の重要性は
今まで以上に増しましたが、新型コロナウイルスの
影響で、テレワークやリモート会議の実施、役員会・
総会も書面による議決が行われるなど、社会環境が
大きく変わろうとしています。
　この厳しい状況下でありますが、消費税の会であ
る間税会において、現在、最も必要なことは、間税
会組織の基盤強化と考えており、これからも間税会
に一人でも多くの方が入会して頂けるよう、引き続

き取り組みたいと存じますのでよろしくお願いいた
します。
　結びに、会員皆様のご健勝を祈念いたしまして、
ご挨拶とさせていただきます。

『令和2年度活動方針』

　去る6月25日において、書面議決による総会を実
施し、令和元年度の事業報告、令和2年度の事業計
画が承認され、今年度の重点施策を「会員増強と組
織の拡充」「消費税完納運動の推進」「申告納税制度
の推進」と定め、間税会の推進事業である「税の標
語」や「租税教室」を軸に、一層実りある会となる
よう努めていくこととなりました。
　また、他間税会との交流や税務関連団体との連携
を強化して、実りある会となるよう努めていきたい
と考えています。
　そのためにも会員の皆様の御理解と御協力を頂き
たく、よろしくお願い申し上げます。

会長　浅野益弘
岡山県間税会連合会

全国２００万世帯への通販企業です
美味しい食品やおもしろい雑貨など生産者・メーカー様からの商品提案を
お待ちしています
www.yamaki.co.jp

～杉原鳥取県間税会連合会長挨拶～

　引き続き会長を拝命しました。よ
ろしくお願いいたします。

　さて、本年5月26日に広島国税局間税会連合会総
会及び当連合会総会を米子市で開催予定でしたが、
新型コロナウイルス影響によりいずれも書面決議と
なりました。大変残念でしたが、早期の新型コロナ
ウイルス終息を願い、次回開催を期待したいと思い

鳥取県間税会連合会
会長　杉原弘一郎

島根県間連総会を終えて

　今年度は新型コロナウイルスが発
生したことにより、通常総会も開催

できず、初めて書面決議をすることとなりました。
各単位会におかれましても対応に追われたこととお
察し申し上げます。今年度の活動方針については満
足に話も出来ておりませんので、昨年に引き続き各

単位会の活動支援、会員増強、組織拡大を目指して
参りたいと思っております。しかし、新型コロナの
影響で活動そのものが出来るのか、税務署諸行事へ
の協力もどれだけできるのか不安であります。そも
そも会員各自の存続がどうなのか、廃業も考えなけ
ればならない企業もあろうかと思われます。何がで
きるのかそれぞれが智恵を出し合いこの難局を乗り
切って行ければと思います。

島根県間税会連合会
会長　山崎　純

ます。
　現状は様々な活動が自粛・制限されている状況で
すが、本会の主旨である税務知識の普及と納税道義
の高揚を図るため、感染予防対策を講じながら、租
税教育、会員増強等の取り組みを行っていきたいと
思います。
　私も、引き続き会の発展に向け全力で邁進して参
りますので、税務当局の皆様をはじめ、役員並びに
会員の皆様のご協力をいただきたくよろしくお願い
申しあげます。
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令和2年度広島局間連
女性部活動について

　「新型コロナウイルス感染症」の世界的な感染拡
大により、わが国でも「緊急事態宣言」が発令され
るなど、あらゆる面で自粛生活を強いられておりま
す。「緊急事態宣言」解除後も依然として、感染拡
大に歯止めがかからず、厳しい状況にあります。
　私たち、広島局間連女性部は、①税務行政の正し
い理解 ②会員相互の親睦、情報交換 ③地域活動へ
の積極的な取組み ④学校との連携の強化などを基
本理念として、活動に取組んでおります。
　租税教育の一環として、市内保育園・幼稚園・小
学校へ「税の紙芝居」の贈呈と出前授業の実施。中
学校・高等学校において、「税の標語」の募集や、
税に関する「ディベート大会」の開催にご理解とご
協力をいただき、大変感謝しております。
　昨年は、広島県間連女性部へ「税の紙芝居」贈呈
活動などを評価していただき、「国税庁長官感謝状」
を授与頂きました。
　広島発の「税の紙芝居」は今や、「ご当地の紙芝居」
作成等全国レベルの活動へ発展しようとしており
ます。
　昨年10月からの消費税率10％への引上げと軽減税
率制度導入後についても、「税の紙芝居」を活用し
た租税教室も盛会裡に実施しております。
　これからも、「新型コロナウイルス感染症」感染
拡大という、国難を乗り越え、良きタックスペイヤー
としての自覚のもと局間連女性部の活動を部員全員
で頑張ってまいります。

局間連女性部
部長　前　京子

令和2年度広島局間連
青年部活動について

　昨年、中国武漢市で原因不明の肺炎が発生し、後
に「新型コロナウイルス感染症」と名付けられ、わ
が国でも本年1月以降感染が拡大し、一時「緊急事
態宣言」が発令されるなど、あらゆる面で自粛生活
を強いられております。「緊急事態宣言」解除後も
感染拡大に歯止めがかからず、私たちの日常も今な
お不安定な状況におかれております。
　昨年10月に消費税率が8％から10％へ引き上げら
れ、軽減税率制度が導入されるなど、私達「間税会」
の活動への関心はますます高まって来ております。
　「間税会」は消費税等の会として、より一層組織
を強化し、事業活動を展開することで、多くの方々
へ「間税会」の存在意義を知らしめることに繋がる
ものと考えます。
　しかしながら、こうした自粛下の中で、自分たち
に何ができるのかを、今一度、熟考し役員・会員の
皆様とも連携をとりながら、更なる間税会活動の発
展に尽力して行きたいと考えます。
　本年秋に計画をしております、「青年部大会」や「広
島東間税会本通りパレード」の開催も、予断を許さ
ない状況にありますが、青年部活動へのご支援とご
理解、会員増強へのご協力をお願い申し上げます。
　最後に、各間税会の益々のご発展と、会員の皆様
のご多幸とご繁栄、国税当局の皆様のご活躍とご健
勝を心よりお祈り申し上げます。

局間連青年部
部長　西本愼一

広島国税局間税会連合会 青年部および女性部活動にあたって
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　2020年4月より揮発油部会の会長に就任いたしました羽根でございます。
　当部会は、石油精製および石油化学に携わる会員で構成された3つの税務懇話会
によって成り立っており、現在3拠点（山口、芸防、水島）でそれぞれ活動を実施
しております。
　おもな活動内容としては、税務当局による講演会・研修会（各社見学会）であり、
これらの活動を通じて会員の揮発油税税務の知識向上に努めております。
　残念ながら、今年度はコロナ渦の状況を踏まえた活動に限定されるものと思いま
すが、会員の皆様のご協力を頂きながら、会のさらなる活性化・発展に向けて努力
してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　廣田前会長の退任に伴い広島東間税会会長に就任しました清宗でございます。
　はじめに、昨今の新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けられました皆様
に心からのお見舞いを申し上げます。
　前年度においては、昨年10月に消費税率が引き上げられるとともに、軽減税率制
度が実施されました。これにより、間税会の果たす役割は今後ますます大きくなる
ものと捉え、更なる組織の活性化が必要であると考えます。
　現状では、コロナ禍において会の活動に一定の制限を余儀なくされる状況にはご
ざいますが、出来得る限りの活動を通じて、消費税制度の周知・啓蒙に精一杯努め
ていく所存でございますので、今後とも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

た。私にとって局間連の専務理事という役職は非常
に重く、皆様のご期待に添えるような仕事が行える
か不安ではありますが、お受けしたからには精一杯
頑張っていきたいと思います。池田局間連会長・河
野事務局長そして多くの役員様としっかりお話し、
会員皆様の意向を十分に反映させた運営が行えます
よう、努力してまいりたいと思います。間税会が取
り組んでいる消費税を取り巻く環境は、昨年の10月
に消費税10％・軽減税率制度の導入等の改正が行わ
れ、今後予定されているインボイス制度の執行など、
まだまだ多くの問題があります。コロナウイルス問
題による、社会・経済に対しての多大な影響もあり、
間税会の今後は予断が許さない状況にあると思います。
　これから皆様と共に素晴らしい間税会となるよう
頑張ってまいりたいと存じます。
　どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　この度、局間連の専務理事を拝
命いたしました土岡正和です。今

後とも宜しくお願い申し上げます。
　皆様すでにご存知の通り、昨年の12月に前広島国
税局間税会連合会の唯山専務理事がご逝去されまし
た。唯山専務は永年に渡り、取り組まれてきた素晴
らしい業績は数多く、間税会に対し多大な功績を残
されました。故唯山様に対し感謝申し上げるととも
に、深くご冥福をお祈り申し上げます。
　ご逝去後しばらく空席でした専務理事ですが、こ
の度私に専務理事就任のお話があり、微力ではあり
ますがお引き受けさせていただくこととなりまし

　　　　広島国税局間税会連合会
専務理事　土岡正和

本年度単位会・業種別部会の会長交代がありました

専務理事の交代がありました

会長就任にあたって

専務理事就任にあたって

会長就任にあたって

揮発油部会
会長　羽根誠司

広島東間税会
会長　清宗一男

専務理事就任にあたって
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広島国税局では、令和2年7月20日付けで、局長の異動がありました。

消費税課の令和2年7月10日付けの異動は次の通りです。

消費税課長

平
ひら

野
の

 教
のり

義
よし

前任部署：�大東税務署長
出　　身：島根県
趣　　味：�スポーツ観戦

消費税課課長補佐

小
お

原
はら

 真
しん

也
や

前任部署：�児島税務署　
総務課長

出　　身：鳥取県
趣　　味：�料理

平成2年	 3月	 東京大学　卒業
平成2年	 4月	 大蔵省　入省

平成7年	 7月	 福知山税務署長
平成11年	 7月	 大阪国税局総務課長

平成20年	11月	 財務省政策金融課企画官
平成21年	 7月	 内閣法制局参事官

平成26年	 7月	 財務省国有財産調整課長
平成27年	 7月	 財務省国庫課長
平成28年	 6月	 駐英公使
令和元年	 7月	 関東財務局金融安定監理官
令和元年	10月	 国税庁会計課長
令和2年	 7月	 現職

広島国税局長および消費税課職員の紹介

広島国税局長

清
し

水
みず

 雄
ゆう

策
さく

年　　齢：52歳
出　　身：東京都

略　　歴

なら…

令和2年６月から、揮発油税及び地方揮発油税、石油ガス税の申告書
について、ｅ-Ｔａｘ（電子申告）により提出できるようになりました。

の申告を

で

揮 発 油 税
石油ガス税
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事 務 局 の 介紹事 務 局 の 介紹
雲南間税会
　雲南間税会（会長　土屋卓夫）は、現在9名の役
員を中心に58名の会員の皆様と共に活動していま
す。当会の事業活動は小規模のため税務五団体（雲
南法人会、雲南地区納税貯蓄組合連合会、中国税
理士会出雲支部大東部会、雲南間税会）で活動し、
雲南地区の小学生へ向けた租税教室の開催、税に
関する川柳の募集等、間接税に関する税務知識の
普及、適正納税に対する理解及び納税思想の向上
を目指した事業を行っています。
【事務局】
〒690-2404
島根県雲南市三刀屋町
三刀屋274-10
雲南市商工会内
Tel：0854-45-2405
Fax：0854-45-2446

石見大田間税会
　石見大田間税会（会長：齊藤　寛）は、7月1日
現在で会員数が96名であり、大田商工会議所1階に
事務所を置いて運営しています。
　税の標語の募集や税金クイズの実施、税務関係
団体との共催による納税表彰式並びに租税作品合
同表彰式などを通じて、消費税を始めとする間接
税の周知や納税意識の高揚に努めています。
　今後も当会の組織強化や税に関する事業の実施
など、積極的に活動を進めていきたいと思います。
【事務局】
〒694-0064
島根県大田市大田町大田　
イ309-2
大田商工会議所内
Tel：0854-82-0765
Fax：0854-82-2993

１．ご挨拶
２．間税会組織図

３．活動報告・お知らせ
４．会報等

広島国税局間税会連合会のホームページを是非ご覧ください ! !

www.hiroshima-kanzeikai.jpア ド レ ス

主なコンテンツ

事務局
からの
お知らせ

汁なし担々麵
広島のB級グルメ
　山椒の香りと痺れる辛さ、旨みたっぷりのひき肉、ピリ辛でビー
ルとの相性も抜群、おつまみとしてもピッタリです。
　更に、麺を食べ終わった後に、ごはんを器に入れて食べると
「担々飯」に早変わり、まさに、病みつきになる美味しさです。

提供　広島県間税会連合会
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　いつも「間税だより」をご覧いただき有難うございます。
　さて、「間税だより」が、間税会会員の皆様にとって、有益な会報誌にすべく、会員の皆様からの忌憚
のないご意見をお願いしたいと思います。つきましては、内容にとらわれることなく、積極的なご意見を、
ご返送くださいますようよろしくお願い致します。
（局間連事務局　FAX 082-207-3121）

　　　　　「間税だより」へ取り上げてほしい内容（特集・グルメ・観光・情報交換等）

　　　　　現行の「間税だより」へのご要望（内容・事務局の紹介・B級グルメ等）

　　　　　発行回数について（現行 1月・5月・9月の年3回）
①現行のままで良い　　②発行回数を減少させる　　③ホームページの活用等

［理由］

　　　　　モノクロ印刷変更の感想・広告掲載先の定例化など広告収入の増やす方法

質問❶

質問❷

質問❸

質問❹

ア ン ケ ートの お 願 い

キ
リ
ト
リ


